
　

私
が
「
か
り
か
ち
」
の
地
名
を
知
っ
た
の
は
、
中
学
二
年
生
昭
和
四
十
一

（
一
九
六
六
）年
秋
の
頃
だ
っ
た
と
思
い
出
さ
れ
ま
す
。私
の
故
郷
は
信
州
松
本
で
、

昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
四
月
五
日
（
土
）
に
こ
の
世
に
生
を
受
け
高
校
卒

業
ま
で
の
十
八
年
間
を
過
ご
し
、
進
学
を
目
指
し
憧
れ
の
東
京
に
上
京
、
就
職
と
、

三
十
年
間
を
東
京
に
住
み
新
得
町
に
縁
が
有
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
新
得
町

と
松
本
市
と
の
直
線
距
離
は
八
七
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
と
離
れ
随
分
遠
く
の
地
で

す
、
中
学
二
年
生
の
私
が
こ
の
年
の
出
来
事
を
何
故
知
っ
た
の
だ
ろ
う
、
叔
父
の

岡
田
政
広
は
俺
の
名
の
広
は
帯
広
の
広
と
同
じ
だ
と
前
置
き
し
、
北
海
道
帯
広
の

近
く
に
狩
勝
と
言
う
急
勾
配
を
蒸
気
機
関
車
が
走
る
有
名
な
場
所
が
有
る
そ
う
だ

が
、
行
っ
て
見
た
い
と
蒸
気
機
関
車
の
好
き
な
兄
と
話
題
に
し
て
い
た
の
を
聴
い

た
様
に
記
憶
し
て
居
る
の
で
す
、
私
も
何
時
か
は
そ
ん
な
名
所
の
北
海
道
の
地
で

走
る
蒸
気
機
関
車
を
見
た
い
と
思
い
を
馳
せ
て
い
た
の
で
す
が
、
何
せ
北
海
道
は

東
京
以
上
に
遠
く
、
ま
だ
東
京
に
も
行
っ
た
事
の
無
い
私
に
は
夢
で
し
か
無
か
っ

た
の
で
す
。
今
思
え
ば
、
叔
父
は
野
球
好
き
で
職
場
で
は
左
腕
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
、

ア
ン
チ
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
で
当
時
の
国
鉄
フ
ァ
ー
ン
だ
っ
た
の
で
す
が
、
何
故
か
購

読
紙
が
全
国
紙
の
Ｙ
社
新
聞
で
し
た
の
で
、
こ
の
秋
に
廃
線
に
な
り
新
線
に
切
変

わ
る
根
室
本
線
の
記
事
を
見
て
語
っ
た
の
か
な
と
、
当
地
に
来
て
旧
線
の
廃
線
跡

を
知
る
事
と
成
り
当
時
の
点
と
線
が
結
び
付
き
ま
し
た
。

　

今
現
在
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
で
旧
狩
勝
線
に
関
す
る
廃
線
跡
を
利
活
用
す
る
度
に
狩

勝
と
の
縁
を
感
じ
る
次
第
で
す
。
縁
と
言
え
ば
も
う
一
つ
、
そ
れ
は
新
得
山
の
ス

キ
ー
場
の
入
り
口
に
デ
ゴ
イ
チ
と
通
称
で
呼
ば
れ
ま
す
が
（
Ｄ
５
１
９
５
）
号
機

が
屋
根
の
下
に
展
示
保
存
さ

れ
て
居
ま
す
。
こ
の
Ｄ
５
１

型
は
戦
前
か
ら
車
両
数
一
、

一
一
五
両
も
の
生
産
量
を
誇

り
、
機
関
車
と
言
え
ば
デ
ゴ

イ
チ
と
皆
さ
ん
も
思
い
描
き

親
し
ま
れ
た
機
関
車
で
は
な

い
し
ょ
う
か
。
又
、
こ
の
車

両
は
初
期
型
生
産
の
ナ
メ
ク

ジ
と
呼
ば
れ
る（
鉄
道
フ
ァ
ー

ン
の
通
称
）
タ
イ
プ
で
煙
突

と
砂
箱
、
蒸
気
貯
め
等
を
カ

バ
ー
で
覆
わ
て
居
る
と
言
う

特
徴
が
有
り
ま
す
。
煙
突
か

ら
後
部
が
盛
り
上
が
っ
た
形

状
の
タ
イ
プ
で
す
が
私
の
好

き
な
形
状
で
す
。
数
多
く
生
産
さ
れ
た
一
両
に
過
ぎ
な
い
こ
の
９
５
号
機
で
す
が

こ
こ
で
車
歴
簿
（
抜
粋
）
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　

昭
和
十
三
年
三
月
二
十
九
日 

製
造

　
　

製
造
会
社 

大
阪
汽
車
会
社　

製
造
番
号
１
５
６
４

　
　

昭
和
十
三
年
四
月
四
日

　
　

受
領
箇
所　

松
本
機
関
区　

事
由 

新
製
配
置

　
　

昭
和
十
九
年
九
月
二
十
六
日

　
　

受
領
箇
所　

秋
田
機
関
区　

事
由 

配
置
替

　
　

昭
和
十
九
年
九
月
二
十
九
日

　
　

受
領
箇
所　

酒
田
機
関
区　

事
由 

貸
渡

　
　

昭
和
十
九
年
十
一
月
二
十
二
日

狩
　
勝
　
物
　
語新

得
町
郷
土
研
究
会
　
西
　
村
　
良
　
雄
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受
領
箇
所　

秋
田
機
関
区　

事
由 

返
却

　
　

昭
和
二
十
年
六
月
二
十
九
日

　
　

受
領
箇
所　

長
野
機
関
区
上
田
支
区
事
由 

貸
渡

　
　

昭
和
二
十
年
十
二
月
二
十
日

　
　

受
領
箇
所　

松
本
機
関
区　

事
由 

配
置
替

　
　

昭
和
二
十
九
年
二
月
二
十
六
日

　
　

受
領
箇
所　

長
野
機
関
区　

事
由 

配
置
替

　
　

昭
和
四
十
年
七
月
四
日

　
　

受
領
箇
所　

新
得
機
関
区　

事
由 

配
属
配
置
替

　
　

昭
和
四
十
三
年
三
月
三
日

　
　

受
領
箇
所　

滝
川
機
関
区　

事
由 
配
置
替

　
　

昭
和
四
十
九
年
五
月
十
五
日

　
　

受
領
箇
所　

工
事
第
８
５
号　

事
由 

用
途
廃
止

　
　

昭
和
四
十
九
年
九
月
三
日

　
　

受
領
箇
所　

工
事
第
６
６
３
号 

事
由 

新
得
町
貸
渡

　
　

令
和
三
年
十
月
現
在　

生
誕　

八
十
三
歳
七
ヶ
月

　

以
上
の
様
に
Ｄ
５
１
９
５
号
機
の
歩
ん
で
来
た
変
遷
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し

た
。
一
部
昭
和
十
三
年
か
ら
昭
和
十
九
年
の
間
の
記
入
が
無
く
、
誤
記
不
明
の
記

述
等
が
有
る
様
で
す
が
製
造
以
来
、
配
属
先
の
松
本
機
関
庫
を
皮
切
り
に
各
地
を

変
遷
し
活
躍
し
た
事
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
、
注
目
し
た
い
の
が
私
が
生
ま
れ

た
昭
和
二
十
七
年
に
松
本
機
関
庫
に
配
置
さ
れ
て
居
た
点
で
す
。
扇
形
機
関
庫
で

休
ん
で
居
た
事
も
有
っ
た
で
し
ょ
う
。
私
の
生
家
は
松
本
駅
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト

ル
程
、
松
本
機
関
庫
に
至
っ
て
は
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
と
近
く
、
後
に
通
っ
た
中

条
保
育
園
の
隣
で
す
。
直
ぐ
近
く
の
中
条
踏
み
切
り
に
は
兄
と
良
く
貨
物
の
入
れ

替
え
、
旅
客
車
両
を
引
く
蒸
気
機
関
車
を
飽
き
も
せ
ず
に
良
く
見
に
行
っ
た
事
は

遠
い
昔
の
良
き
思
い
出
で
す
。
生
ま
れ
た
時
か
ら
機
関
庫
の
お
昼
の
ボ
ー
と
、
蒸

気
機
関
車
の
汽
笛
を
子
守
歌
代
わ
り
に
聴
き
育
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
汽
笛
の
中

に
は
当
時
９
５
号
機
と
は
解
か
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
き
っ
と
聴
い
て
居
る

筈
で
す
、
こ
こ
新
得
で
９
５
号
機
と
の
縁
そ
の
物
、
何
か
懐
か
し
さ
を
感
じ
た
の

は
気
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。
新
得
機
関
区
Ｏ
Ｂ
の
機
友
会
の
方
々
の
手
厚
い
保
存

活
動
に
よ
り
保
存
状
態
も
良
く
、
野
呂
さ
ん
が
調
達
し
た
と
言
う
明
治
四
十
一
年

（
一
九
〇
八
）
独
逸
Ｒ
Ｓ
Ｗ
（
ラ
イ
ン
製
鋼
所
）
製
造
の
レ
ー
ル
を
敷
か
れ
堂
々

と
し
た
姿
は
誇
ら
し
く
、
そ
ん
な
姿
を
見
な
が
ら
人
生
の
邂
逅
に
感
謝
し
、
お
互

い
の
人
生
を
語
り
合
え
る
兄
貴
の
様
な
存
在
に
な
り
ま
し
た
。

　

ボ
ー
が
聴
こ
え
、
蒸
気
機
関
車
の
汽
笛
、
ラ
ジ
オ
か
ら
昼
の
憩
い
が
聴
こ
え
る

時
代
は
遥
か
昔
の
出
来
事
で
す
、
あ
ん
な
時
代
は
も
う
有
り
ま
せ
ん
。
日
進
月
歩

世
の
中
の
有
り
様
が
早
い
事
速
い
事
、
両
親
の
弔
い
に
訪
れ
た
故
郷
の
変
貌
ぶ
り

に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
松
本
駅
西
口
か
ら
見
る
北
ア
ル
プ
ス
の
常
念
岳
が
帰
っ

て
来
た
ね
と
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。「
故
郷
は
遠
き
に
あ
り
て
思
う
も
の
そ
し
て

悲
し
く
う
た
ふ
も
の
」
望
郷

の
詩
句
と
し
て
室
生
犀
星
が

と
、
ネ
ッ
ト
で
は
調
べ
ら
れ

る
時
代
で
す
が
、
こ
こ
新
得

は
第
三
の
故
郷
と
し
て
９
５

号
機
と
共
に
終
の
棲
家
と
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

踏
み
切
り

　

縁
は
異
な
も
の
（
本
来
の

使
い
方
と
異
な
り
ま
す
が
）

と
言
い
ま
す
が
、
先
に
中
条

踏
み
切
り
が
出
て
来
ま
す
、

こ
の
踏
み
切
り
に
通
っ
て
い

た
方
が
Ｊ
Ｒ
東
海
「
リ
ニ
ア

鉄
道
館
」
元
館
長
の
金
子
利
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治
さ
ん
で
す
。
こ
れ
は
最
近
の
話
で
す
が
、
中
条
踏
み
切
り
の
構
造
は
松
本
駅
構

内
に
属
し
て
居
た
為
、
貨
物
列
車
の
入
れ
替
え
作
業
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
て
、

Ｃ
１
１
の
蒸
気
機
関
車
が
行
っ
た
り
来
た
り
と
開
か
ず
の
踏
み
切
り
で
し
た
。
当

時
と
し
て
は
珍
し
く
も
無
い
踏
み
切
り
番
が
遮
断
機
の
上
げ
下
げ
を
担
っ
て
い

て
、
通
行
車
両
や
ら
人
の
往
来
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た
の
で
す
が
、
金
子
氏

の
談
に
因
れ
ば
、
何
時
も
何
時
も
行
く
の
で
踏
み
切
り
番
小
屋
の
係
り
の
人
と
親

し
く
な
り
小
屋
の
中
に
入
れ
る
様
に
成
っ
た
と
の
事
で
す
、
面
識
は
無
く
同
じ
踏

切
に
通
っ
た
縁
だ
け
で
す
。

　
　
　
　

記
念
写
真

　

こ
こ
に
Ｄ
５
１
９
５
号
機
の
一
枚
の
写
真
が
有
り
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
仲
間
が
探

し
て
く
れ
た
物
で
す
が
、
興
味
深
く
見
入
り
ま
し
た
。
所
属
先
を
示
す
「
松
」
の

文
字
。
形
式
Ｄ
５
１
と
記
さ
れ
た
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
。
製
造
会
社
の
汽
車
製
造

の
名
称
、
製
造
番
号
１
５
６
４
も
確
認
で
き
ま
す
。
又
、
若
き
機
関
士
の
何
と

凛
々
し
い
姿
の
事
か
。
正
に
松
本
機
関
区
に
属
し
て
い
た
時
代
に
機
関
士
の
記
念

写
真
と
し
て
撮
ら
れ
た
物
と
推
察
し
ま
す
が
、
何
と
も
嬉
し
い
い
出
会
い
で
し

た
。
是
非
と
も
こ
の
機
関
士
の
事
が
知
り
た
く
仲
間
に
確
認
し
て
も
ら
っ
た
と
こ

ろ
、
時
間
は
掛
か
っ
た
物
の
末
裔
の
方
が
対
応
し
て
下
さ
り
今
回
、
事
の
顛
末
を

書
か
せ
て
頂
け
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
お
礼
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
既
に
お
気
好
き
付
き
か
と
思
い
ま
す
が
、
９
５
号
機
の
左
、
機
関
士
側
運

転
室
を
写
し
た
写
真
で
す
。
現
在
展
示
さ
れ
て
居
る
物
と
比
べ
る
と
随
分
と
違
い

ま
す
、
戦
時
中
を
生
き
延
び
た
９
５
号
機
で
す
が
、
新
製
時
に
付
け
ら
れ
た
砲
金

製
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
戦
時
共
出
で
失
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
残
念
で
す
。

又
、
こ
の
機
関
士
の
方
は
一
〇
八
才
で
他
界
さ
れ
た
と
聞
い
て
折
り
ま
す
、
ふ
と

こ
の
方
の
生
ま
れ
た
年
代
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
狩
勝
に
鉄
道
が
開
通
し

た
一
九
〇
七
年
頃
生
ま
れ
、
こ
の
記
念
写
真
を
撮
っ
た
の
が
三
十
二
歳
頃
と
分
か

り
ま
し
た
。
こ
れ
も
機
関
車
、
機
関
士
、
狩
勝
と
の
、
点
と
線
の
縁
で
し
ょ
う
か
。

尚
、
最
近
９
５
号
機
の
弟
に
あ
た
る
９
６
号
機
が
群
馬
県
の
碓
氷
峠
鉄
道
文
化
む

ら
に
保
存
さ
れ
て
居
る
事
が
分
か
り
ま
し
た
の
で
、
渋
沢
栄
一
氏
の
深
谷
工
場
で

焼
か
れ
た
煉
瓦
で
造
ら
れ
た
碓
氷
第
三
橋
梁
共
々
見
学
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
所

で
す
。
こ
の
様
に
次
々
と
縁
が
広
が
り
ま
す
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
も
縁
を
大
切
過

ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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